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23
年
度
予
算
の
概
要

大
分
市
総
合
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況

8
月
は「
差
別
を
な
く
す
運
動
月
間
」で
す
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23
年
度
予
算
の
概
要

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に「
7
本
目
の
柱
」を

市民協働のまちづくり
市民と行政が一体となって
市民協働のまちづくりを進めています

23
年
度
の
主
な
重
点
事
業
（
◉
は
新
規
事
業
）

　

6
月
27
日
か
ら
開
か
れ
た
第
２
回
大
分

市
議
会
定
例
会
で
、23
年
度
の
予
算
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、当
初
予
算
と
合
わ
せ
た
一
般

会
計
予
算
は
1
、6
2
1
億
7
、0
0
0
万

円
、こ
れ
に
特
別
会
計
、水
道
事
業
会
計
、

公
共
下
水
道
事
業
会
計
を
加
え
た
予
算

総
額
は
2
、8
0
9
億
7
、4
0
0
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

予
算
編
成
の
基
本
方
針

　
本
市
の
財
政
は
、東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
り
、
歳
入
で
は
市
税
に
関
し
て
法
人

関
係
を
中
心
に
今
後
減
収
に
転
じ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は

扶
助
費
等
の
社
会
保
障
関
係
費
が
著
し
く

増
加
す
る
な
ど
、依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

事
業
の
優
先
度
や
費
用
対
効
果
を
勘
案
し

な
が
ら
、福
祉
、教
育
、防
災
対
策
な
ど
市
民

生
活
に
密
着
し
た
分
野
に
つ
い
て
、効
率

的
、重
点
的
な
予
算
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　
特
に
、東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、よ
り

現
実
的
で
具
体
的
な
防
災
対
策
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、国
の
公
共
事
業
費
の
削
減
に

対
応
し
、市
独
自
の
経
済
対
策
と
し
て
単
独

事
業
費
を
追
加
計
上
し
、地
域
経
済
の
活
性

化
に
配
慮
し
ま
し
た
。

◉
家
庭
的
保
育
事
業

市
が
認
定
し
た
家
庭
的
保
育
者（
保
育

マ
マ
）が
、自
宅
で
少
人
数
の
児
童
を

保
育
す
る
。

◉
発
達
障
が
い
児
巡
回
専
門
員
派
遣
事
業

発
達
障
が
い
に
関
し
知
識
の
あ
る
専

門
員
が
保
育
所
や
幼
稚
園
を
巡
回
し
、

施
設
職
員
や
保
護
者
へ
、発
達
障
が
い

の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
つ
い
て
助

言
な
ど
の
支
援
を
行
う
。

◉（
仮
称
）大
分
市
小
児
救
急
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業

現
行
の
夜
間
在
宅
当
番
医
制
の
代
替

と
し
て
、県
地
域
成
人
病
検
診
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に「（
仮
称
）大
分
市
小
児

救
急
セ
ン
タ
ー
」を
建
設
す
る
。

◉
大
分
市
誕
生
1
0
0
年
記
念
事
業

歳  入
市税　771億6,854万円（47.6％）
市民税や固定資産税など

諸収入　42億5,869万円（2.6％）
貸付金の元利収入など

使用料・手数料　
29億997万円（1.8％）
市の施設の使用料や
証明手数料など

分担金・負担金
21億7,181万円（1.3％）
認可保育所の保育料など特定
のサービスを受けた人に負担
していただくお金

その他　32億7,543万円（2.1％）
基金を取り崩した繰入金や繰越金など

国庫・県支出金
391億1,766万円（24.1％）
特定の目的のために
国や県から交付されるお金

市債（借入）残高

2,037億円
1,980億円
1,948億円
1,921億円
1,875億円

19
20
21
22（見込）
23（見込）

年  度 残  高

歳出（目的別分類）
民 生 費
公 債 費
土 木 費
教 育 費

609億6,707万円
229億8,605万円
191億    199万円
181億5,451万円

総 務 費
衛 生 費
消 防 費

141億6,047万円
133億4,805万円
52億8,109万円

商 工 費
農林水産業費
議 会 費

47億9,921万円
17億1,212万円
11億3,820万円

予 備 費
労 働 費
災害復旧費

3億円
2億1,124万円
1,000万円

※数字は概数

※数字は概数歳 出 （性質別分類）

お
問
い
合
わ
せ

財
政
課
　☎
5
3
7
・
5
6
0
7

扶助費　442億6,037万円（27.3％）
生活保護費、子ども手当など

自主財源
55.4％

依存財源
44.6％

義務的
経費
61.9％

その他
経費
25.7％

人件費　330億8,429万円（20.4％）
市職員給与、市議会議員報酬、
各種委員会の委員報酬など

公債費　229億8,605万円（14.2％）
借り入れた地方債（借入金）の返済金

普通建設事業費等
201億4,509万円（12.4％）
道路や公園、学校などの建設費

その他　3億4,910万円（0.2％）
予備費や積立金など

維持補修費　16億7,993万円（1.0％）
施設や道路などの維持補修費

貸付・出資金　35億3,931万円（2.2％）
個人や中小企業者に対する融資など

補助費等　88億448万円（5.4％）
特定の事業や団体への補助金や交付金

繰出金　119億8,536万円（7.4％）
特別会計などへの繰出金

物件費　153億3,602万円（9.5％）
委託料や使用料、消耗品費、光熱水費など

その他  32億5,200万円（2.0％）
一定の割合で国や県から配分・譲与される譲与税交付金など

地方消費税交付金  47億5,400万円（2.9％）
消費税の一部が一定の基準により国から県を
通じて市に交付されるお金

市債　152億2,190万円（9.4％）
国などから借り入れる市の借金

地方交付税　100億4,000万円（6.2％）
一定の基準により国から交付されるお金

日
本
一
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

　
自
治
会
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業

●

地
域
ま
ち
づ
く
り
活
性
化
事
業

●
ご
近
所
の
底
力
再
生
事
業

●

頑
張
る
集
落
た
す
く
る
隊
事
業

●
大
分
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
運
動

　
推
進
事
業
費
補
助
金

●
お
お
い
た
地
域
伝
統
文
化
応
援
事
業

●

あ
な
た
が
支
え
る
市
民
活
動

　
応
援
事
業
な
ど

市
民
の
健
康
づ
く
り

◉（
仮
称
）市
民
図
書
館
開
館
準
備
事
業

複
合
文
化
交
流
施
設
内
に
設
置
す
る

「（
仮
称
）市
民
図
書
館
」の
図
書
の
選

定
な
ど
の
開
館
準
備
を
行
う
。

○
大
分
市
小
中
一
貫
教
育
推
進
事
業

○
小
中
学
校
校
舎
等
耐
震
化
推
進
事
業

○
大
道
小
学
校
校
舎
改
築
事
業

○
坂
ノ
市
小
学
校
校
舎
改
築
事
業

○
南
大
分
小
学
校
施
設
整
備
事
業

○
春
日
町
小
学
校
北
校
舎
改
築
事
業

○
滝
尾
中
学
校
施
設
整
備
事
業

○
幼
稚
園
園
舎
耐
震
化
推
進
事
業

◉
武
漢
美
術
館
友
好
交
流
事
業

○
企
業
立
地
推
進
事
業

○
友
好
都
市
間

　
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
創
出
事
業

○
大
分
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業

○
大
分
都
心
南
北
軸
整
備
事
業

市
民
福
祉
の
向
上

教
育
・
文
化
の
振
興

防
災
安
全
の
確
保

環
境
の
保
全

産
業
の
振
興

都
市
基
盤
の
整
備

◉「
お
お
い
た
の
幸
」ブ
ラ
ン
ド
化
支
援
事
業

◉
森
林
セ
ラ
ピ
ー
魅
力
創
出
事
業

癒
や
し
と
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
活
用
し
、新
た
な

観
光
資
源
の
開
発
と
地
域
活
性
化
を

図
る
。

◉
東
ア
ジ
ア
観
光
客
誘
致
促
進
事
業

◉
大
分
市
・
長
崎
市
共
同
観
光
P
R
事
業

坂
本
龍
馬
が
大
分
か
ら
長
崎
に
向

か
っ
た
と
い
う
史
実
を
基
に
し
た
観
光

Ｐ
Ｒ
を
長
崎
市
と
共
同
で
行
う
。

◉
大
分
駅
高
架
下
駐
輪
場
整
備
事
業

大
分
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
に

よ
り
、大
分
駅
周
辺
の
既
存
の
駐
輪
場

が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、高
架
下
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
た
約
1
、0
0
0
台
収
容

の
駐
輪
場
の
設
計
を
実
施
す
る
。

◉
子
育
て
世
帯
の
住
み
替
え
支
援

　
家
賃
補
助

◉
廃
食
用
油
回
収
事
業

○
み
ん
な
の
森
づ
く
り
事
業

○
環
境
に
や
さ
し
い
自
動
車
導
入

　
推
進
事
業

○
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
事
業

　
地
域
で
健
康
づ
く
り
研
修
会
開
催
事
業

●
大
分
市
民
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

　
交
付
金

●

健
康
推
進
員
地
域
活
動
事
業

●

市
民
健
診
・
が
ん
検
診
事
業

●

特
定
健
診
事
業

●
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

●

食
生
活
・
栄
養
改
善
推
進
事
業
　な
ど

新

地
球
環
境
保
全
の
取
り
組
み

●

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
事
業

●

緑
の
カ
ー
テ
ン
設
置
事
業

●

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

　
普
及
啓
発
事
業

●

み
ん
な
の
森
づ
く
り
事
業

●

雨
水
貯
留
施
設
設
置
補
助
金
　な
ど

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

●

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
関
連
事
業

●

大
分
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

●

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
業

　
な
ど

あ
い
さ
つ
と

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

●

あ
い
さ
つ
O
I
T
A
+
1
運
動

　
推
進
事
業

●

豊
の
都
市
校
区
ひ
と
づ
く
り

　
推
進
事
業

新

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

　
　外
国
人
防
災
啓
発
事
業

● 

津
波
対
策
事
業

●

防
災
避
難
道
路
整
備
事
業

●

防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
事
業

●

自
主
防
災
組
織
関
連
事
業

●

防
犯
灯
補
助
事
業

●

木
造
住
宅
等
耐
震
化
促
進
事
業

●

食
の
安
全
安
心
推
進
事
業
　な
ど

新

●
日
本
一
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

　
推
進
事
業

●
ポ
イ
捨
て
防
止
対
策
事
業

●
屋
外
広
告
物
簡
易
除
去
事
業

●
放
置
自
転
車
対
策
事
業

●
不
法
投
棄
監
視
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

●
き
れ
い
に
し
ょ
う
え
お
お
い
た

　
推
進
事
業
　な
ど

一般会計総額  1,621億7,000万円

投資的経費
12.4％

　
市
政
運
営
の
中
心
で
あ
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、23
年
度
か
ら
新
た
に

「
あ
い
さ
つ
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
7
本
目
の
柱
に
加
え
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
、声
掛
け・
あ
い
さ
つ
運
動
を
進
め
る
こ
と
で
、学
校
、家
庭
、職
場
、地

域
の
絆
を
深
め
、互
い
に
助
け
合
う「
共
助
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

◉
下
白
木
・
田
ノ
浦
海
岸
線

桜
並
木
風
景
街
道
整
備
事
業

下
白
木
か
ら
田
ノ
浦
ビ
ー
チ
ま
で
の

旧
別
大
国
道
敷
地
に
桜
並
木
を
整
備

す
る
。

◉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
内
飲
料
水
兼
用

耐
震
性
貯
水
槽
等
整
備
事
業

大
分
駅
南
側
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
内
に

飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
や
防
災

倉
庫
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
を
整

備
す
る
た
め
、設
計
を
実
施
す
る
。
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親子
ふれあい自然観察会

月　日 大  会  名 場 　所 内　 容 参  加  料
 9月17日㈯ ペア グラウンド・ゴルフ大会 平和市民公園多目的広場 2人1組でグラウンド・ゴルフを行う 250円/人、500円/ペア

 9月19日㈪ 市営陸上競技場 無料

無料

第3回リバスタフェスタ
（陸上競技・ライフル射撃教室）

 9月25日㈰ 綱引大会 南大分体育館 成人・ファミリーの部　初心者教室
10月 1日㈯

10月 9日㈰

10月15日㈯

10月16日㈰

10月23日㈰

11月  6日㈰

11月20日㈰

11月23日㈬

11月27日㈰ ハンドボール大会 王子中学校体育館 交流大会と初心者向けの教室

太極拳大会 コンパルホール
文化ホール

夢ボール大会 下郡小学校 1,000円/チーム

2,000円/人

チーム対抗
（一般の部、スーパークラスの部）
交流大会、構成太極拳、
みんなで楽しむ太極拳
サイクル・エンデューロと
自転車教室

卓球大会

ダンススポーツフェスタ 南大分体育館 無料

無料

講習会と交流パーティー、
年齢別競技会

日吉原体育館 500円/人初心者同士の交流大会と講習会

ハウス大分川前カヌー・ウインドサーフィン・
ヨット体験

サイクル・エンデューロ大会
（自転車競技）

大分スポーツ公園内
特設コース

サイクル・エンデューロは有料
自転車教室は無料

10月10日㈪

ゲートボール大会

バドミントン大会 南大分体育館 1,000円/ペア

パート別大会七瀬川自然公園グラウンド 500円/チーム

無料

市営駄ノ原テニスコート

クレー射撃大会

第22回大分市民
テニスフェスティバル

ボウリング大会

アーチェリー大会 大洲アーチェリー場 年齢別大会と初心者体験コーナー 選手（一般1,500円、高校生以下
1,000円）、初心者体験無料

弓道体験会 大洲弓道場 経験者の演武と初心者向け体験会 無料

OBSボウル 100円/人
（貸靴代は別途300円必要）

大分射撃場（豊後大野市） 2,000円/人ジャパンルールクレー射撃
（トラップ・スキート）

インディアカ大会 下郡小学校 女子の部と混合の部の対抗戦 無料

無料

豊
の
都
市
ま
な
び
直
し
講
座

と
よ

ま

ち

受
講
生
募
集
！

無料

無料

8月20日・27日、9月3日（土曜日 全6回）　午後1時30分～3時、午後3時10分～4時40分
大分大学旦野原キャンパス
健康に関する講義と実技を受講しながら、これからの健康づくりについて学びます。

お問い合わせ　生涯学習課　☎537-7039

各30人（多数時は抽せん）　　　その他　対象年齢はおおむね30歳以上
往復はがき（1講座につき1人1枚）に講座名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を記入し、
8月1日㈪～12日㈮〈消印有効〉に生涯学習課（〒870-8504　荷揚町2番31号）へ。

定　員
申込み

川遊び、野外炊飯、キャンプファイヤー、花火、昆虫観察
市内または豊後大野市大野町在住の小学5年生～中学生
50人（多数時は抽せん）
３,100円（食事代、キャンプ場使用料など）
往復はがきに住所、氏名、性別、学校名、学年、電話番号を

記入し、８月１２日㈮〈必着〉までにのつはる少年自然
の家（〒870‐1221　大字荷尾杵1097番地の26）へ。

内 容
対 象
定 員
参加料
申込み

海浜植物の生育や夏の昆虫たちの秋支度を観察、月や土星、夏の星座の観察
小学生とその保護者10組（多数時は抽せん）
大人400円、小学生100円
はがきまたはファクス、Eメールで、住所、参加者の氏名、年齢、電話番号を記入し、８月１5日㈪〈必着〉までに関崎
海星館（〒870‐2201　大字佐賀関4057-419　　574-0555　　star@kaiseikan.jp）へ。

内 容
対象・定員
参 加 料
申 込 み

今から取り組む実年期の健康な暮らし

        9月1日・6日・8日・13日・15日・20日・22日・27日（火・木曜日 全8回）　午後7時～9時
県立芸術文化短期大学
インターネットによる情報発信を考えている人
ブログやチャット、ツイッター、安心安全なネットの
利用など、インターネットを活用した情報発信の知
識と技術を学習します。
600円（テキスト代）

地域の情報を発信するパソコン講座

日時＞＞        
場所＞＞
内容＞＞

日時＞＞        
場所＞＞
対象＞＞
内容＞＞

日時＞＞        
場所＞＞
内容＞＞

        11月5日・12日・19日・26日、12月3日（土曜日 全5回）　午後2時～4時
コンパルホール
大分にまつわる文学、歴史、自然、ビジネスなどの知られざる「お宝」の話を聞き、ふるさと大
分の素晴らしさを学びます。

大分学・大分楽

参加料＞＞

ワイルド夏冒険夏冒険 2011
～夏を思いっきりたのしもう～

参加者
募集

日時/8月20日㈯午前9時30分～21日㈰午後1時45分

日時/9月11日㈰  午後3時～7時30分

場所/平成森林公園キャンプ場（県民の森）

お問い合わせ
のつはる少年自然の家
☎589-2211

お問い合わせ　関崎海星館　☎574-0100

1泊２日

大
分
市スポーツ
フェスタ

H23.8.1 45 H23.8.1

　市では、スポーツに親しみながら健康づくりや体
力増進のきっかけづくりと世代を超えた交流を深
めるため、大分市スポーツフェスタを開催します。
　初心者でも気軽に参加できる体験教室やルー
ルを工夫した交流大会など、みんなで楽しめるイ
ベントに参加してみませんか。

※内容は変更することがあります。
各競技の申込方法や詳しい情報は、8月8日㈪から市ホームページまたは
スポーツ・健康教育課（第2庁舎4階）、市営陸上競技場、南大分体育館、
日吉原体育館、各支所、明野出張所でご覧いただけます。

47万人大分市民スポーツの祭典

お問い合わせ
スポーツ・健康教育課　☎537-5979

スポーツフェスタ各競技別スケジュール

ウオーキング大会、小学生運動会
必勝法、スロージョギング教室、
模擬射撃体験会

初心者向けテニス教室とお楽しみ
ゲーム、交流大会

ブイまわり競争、50m競争、
体験コーナー
親子・年齢別の交流会

プロによるデモンストレーションと
ハンデ制の大会



快適な生活を支えるまちづくり

お問い合わせ　企画課　☎537-5603

地域ふれあいサロンの箇所数（累積）
通所施設整備数（累積）
こどもルーム施設数（累積）
中高年者に対する健康教室
審議会等の総員数に占める女性委員の割合
地域コミュニティポータルサイトによる情報発信校区数（累積）

指   標   名

現 状 値

現 状 値

現 状 値

現 状 値

進ちょく状況
22年度末

171カ所
27カ所
7施設
541回
29.9％
24校区

260カ所
33カ所
10施設
431回
32.6％
61校区

330カ所
31カ所
10施設
600回
35.0％
61校区

市民一人ひとりが、人権を尊重し、この住み慣れた地域で生きがいを持って安心して、
健やかでいきいきと暮らしていける地域社会をつくります。

新体力テストで全国平均以上の種目の割合
全校読書タイム実施校数
生涯学習指導者の登録者数
児童生徒のボランティア活動参加率
総合型地域スポーツクラブの総会員数

指   標   名

小学校 101.1
中学校 101.6

4.9％
72校
244人
70％
658人

小学校 102
中学校 100
19.0％
87校
305人
88％

8,542人

小学校 104以上
中学校 104以上

30％
88校（全校）
320人
90％

4,200人

標準学力検査における各教科の到達指標
（全国平均を100として）

自主防災組織結成率

各種団体への防火指導等回数
応急手当普及員数（累積）
自主防犯パトロール活動団体数

指   標   名

74.93％
3カ所
5カ所
550回
260人
116団体

98.37％
6カ所
5カ所

5,478回
400人
472団体

95.00％
6カ所
6カ所

3,000回
510人
200団体

雨水排水ポンプ場設置箇所数　
（累積）

国施工
市施工

※19～23年度の累積

現状値は特に注記のない限り18年度実績または18年度末現在の値。

自主防災組織の防災訓練

鶴崎こどもルーム

総合型地域スポーツクラブの活動

中央町地下駐輪場

ボランティアによるごみ拾い

食彩OITAかんたん港園食堂

※

「郷土の緑保全地区」区域指定面積（累積）
ごみ排出量（一般廃棄物）
ボランティア清掃団体登録件数（累積）
狂犬病予防注射率
一般地域における騒音環境基準達成率

指   標   名 目 標 値
23年度見込

目 標 値
23年度見込

目 標 値
23年度見込 目 標 値

23年度見込

現 状 値

現 状 値

目 標 値
23年度見込

目 標 値
23年度見込

40.7ha
179,900t
69団体
61％
96.2％

51.6ha
159,338t
174団体
65％
94.3％

90.0ha
156,200t以下

130団体
75％
100％

※1  17年度実績 ※2  17年度末現在

※1

※2

幅員4ｍ以上となった市道の延長（累積）
市が設置する駐輪場の整備箇所数（累積）
市民１人当たりの公園・緑地面積
ブロードバンド環境の整備率（自治区単位）

指   標   名

1,673㎞
11カ所
14.02㎡
92％

1,749㎞
16カ所
14.96㎡
100％

1,800㎞
15カ所
16.00㎡
100％

大分市主催の産・学・官交流活動数（累積）
武漢市での経済交流支援企業数（累積）
認定農業者数（累積）

魚礁設置量(累積)

高崎山～西大分エリアイベント開催数

指   標   名

6事業
30社
144人

45,752空㎥
6回

24事業
155社
166人

53,518空㎥
16回

26事業
80社
160人

54,768空㎥
10回

※空㎥（くうりゅうべい）/魚礁の体積を表す単位。魚が生息するために設けた魚礁の内部空間を含めた体積数

※
ぎょしょう

★大分市総合計画では、合計で１２１項目の目標設定を掲げています。  ここでは、そのうちの主なものを掲載しましたが、市ホーム
ページで全ての項目の進ちょく状況を公表しています。

未来を担う子どもたちの、豊かな人間性をはぐくむとともに、すべての市民が個性豊かな
文化に触れ、スポーツに親しむなど、自らを高めいきいきと充実した人生を送ることがで
きるまちづくりを進めます。

経済を活性化し雇用機会を創出するなど、地域の発展を支える各種産業の振興を図る
とともに、そこに住む人や訪れる人たちにとって魅力ある地域づくりを推進し、にぎわい
と活力に満ちた豊かなまちづくりを進めます。

地震・台風などの自然災害をはじめ、日常生活に潜むあらゆる危険性からも市民の生命と
財産を守るため、市民、地域、行政および関係機関が協働し、安心・安全に暮らせるまちの
実現をめざします。

人と自然が共生するまちづくり

豊かな自然を守りながら、自然と調和した魅力ある環境づくりを推進するとともに、清
潔で安全に暮らせる快適な生活環境を構築するため、市民、事業者、行政が連携して、
環境に優しい循環型社会の実現をめざします。

各地域の現況や特性に配慮し、総合的かつ計画的な市街地の整備を進めるとともに、
交通体系の確立や住環境の質的向上、情報通信基盤の整備、ライフラインの安定的確
保などにより、人にやさしい快適な生活を支えるまちづくりを進めます。

大分市総合計画進ちょく状況 検索

進ちょく状況
22年度末進ちょく状況

22年度末

進ちょく状況
22年度末

進ちょく状況
22年度末

進ちょく状況
22年度末

にぎわいと活力あふれる豊かなまちづくり

一人ひとりが健やかでいきいきと暮らせるまちづくり

思いやる豊かな心と生きがいをはぐくむまちづくり

安心・安全に暮らせるまちづくり

　大分市総合計画では、めざすまちの姿である「ともに築く 希望あふれる 元気都市」の実現に向けて、６つ
の「基本的な政策」を掲げるとともに、施策の進ちょくが分かりやすいよう、数値で目標を表しています。
　今回は、各施策で定めた主な目標設定の22年度末における進ちょく状況をお知らせします。

教育・文化の振興

防災安全の確保
都市基盤の整備

環境の保全

産業の振興

大分市総合計画進ちょく状況

市民福祉の向上

ともに築く 希望あふれる元気都市　
の実現をめざして 
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8月は「差別をなくす運動月間
」で
す

みんなで築こう
差別のない街・おおいた

お
問
い
合
わ
せ
　
人
権
・
同
和
対
策
課

☎
5
3
7
・
5
6
1
8

大
分
市
は
、「
大
分
市
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃

及
び
人
権
の
擁
護
に
関
す
る
条
例
」や

「
大
分
市
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画
」
に

の
っ
と
り
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
「
差
別
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
中
の
主
な
行
事

●
各
公
民
館
の
人
権
講
座
な
ど

期
間
／
8
月
1
日
㈪
〜
8
月
31
日
㈬

場
所
／
市
役
所
第
2
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー

大
在
公
民
館

　 

日
時
／
8
月
4
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
内
容
／
人
権
啓
発
講
演
会

      

　
　 

「
障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権
」

　
　
　
　
〜
共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
〜

坂
ノ
市
公
民
館

　 

日
時
／
8
月
11
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
正
午

 

　
内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座

      

　
　 

「
障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権
に
つ
い
て
」

佐
賀
関
公
民
館

　 

日
時
／
8
月
6
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

 

　
内
容
／
人
権
教
育
講
演
会

　
　
　
　
「
や
さ
し
さ
を
あ
な
た
に
」 〜
広
げ
よ
う
こ
こ
ろ
の
絆
〜

　
　
　
　
チ
ェ
ロ
の
調
べ
と
稲
む
ら
の
火
の
紙
芝
居

大
分
南
部
公
民
館

　 

日
時
／
8
月
9
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
正
午

 

　
内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座

　
　
　
　
「
高
齢
者
の
人
権
」

　
　
　
　
〜
い
つ
か
と
お
る
道
、高
齢
者
の
問
題
は
み
ん
な
の
問
題
〜

明
治
明
野
公
民
館

　 

日
時
／
8
月
10
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
正
午

 

　
内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座

　
　
　
　
考
え
て
み
よ
う「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人
権
」

大
南
公
民
館

　 

日
時
／
8
月
18
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
正
午

 

　
内
容
／
人
権
講
演
会

　
　
　
　
外
国
人
の
人
権「
私
の
目
で
見
た
大
分
」

稙
田
公
民
館

　 

日
時
／
8
月
6
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

 

　
内
容
／
人
権
講
演
会

      

　
　 

「
心
に
熱
と
光
を
も
と
め
て
」

　
　
　
　
〜
弾
き
語
り
ト
ー
ク
〜

大
分
中
央
公
民
館

　 

日
時
／
8
月
7
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

 

　
内
容
／
ほ
の
ぼ
の
ア
ニ
メ
の
上
映
会

      

　
　 

「
が
ん
ば
れ
ス
イ
ミ
ー
」「
き
ま
り
の
な
い
く
に
」ほ
か

大
分
東
部
公
民
館

　 

日
時
／
8
月
2
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座

　
　
　
　
　「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
」

●
2
0
1
0
人
権
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品
展
示

日
時
／
8
月
4
日
㈭
　
午
後
1
時
30
分
〜

場
所
／
旭
町
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
／
花
柳 

幻
舟
氏

演
題
／「
恋
し
て
、愛
し
て
、闘
っ
て
」

　
　
　
〜
人
間
、ひ
と
り
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
〜

●
人
権
を
考
え
る
講
演
会

南
大
分
公
民
館

　 

日
時
／
8
月
19
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
正
午

 

　
内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座

　
　
　
　
「
高
齢
者
の
人
権
問
題
」

大
分
西
部
公
民
館

　 

日
時
／
8
月
21
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
場
所
／
八
幡
校
区
公
民
館

 

　
内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座

　
　
　
　
「
親
と
子
ど
も
の
育
ち
愛
」

野
津
原
公
民
館

　 

日
時
／
8
月
28
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

 

　
内
容
／
の
つ
は
る
人
権
講
演
会

　
　
　
　
「
共
に
生
き
る
や
さ
し
さ
」

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー

　 

日
時
／
8
月
7
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
11
時
40
分

　
内
容
／
ハ
ー
ト
フ
ル
ア
ニ
メ
上
映
会「
み
ん
な
い
ち
ば
ん
」

　
　
　
　
「
劇
場
版
名
探
偵
ホ
ー
ム
ズ
」、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ほ
か

鶴
崎
公
民
館

　 

日
時
／
8
月
27
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

　
場
所
／
鶴
崎
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

　
内
容
／
人
権
講
演
会

　
　
　
　
「
共
に
生
き
る
や
さ
し
さ
」

人権を学び
　　差別と向き合う
　　　　誰もが幸せになるために

そ
の
う
ち
　
そ
の
う
ち

い
つ
か
　
い
つ
か

で
は
な
く

今
　
何
が
大
切
か
を

考
え
た
い
も
の
で
す

﹁
い
ま
﹂
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◎
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
制
度

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
内
居
住
の
母
子
家
庭
の
母
が
就

業
に
結
び
つ
く
資
格
を
取
得
す
る
に

当
た
り
、給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
種
類　

①
自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
…
雇
用
保
険
の
教
育
訓
練
給
付

の
受
給
資
格
を
有
し
な
い
母
子
家
庭

の
母（
過
去
に
給
付
金
の
支
給
を
受
け

て
い
な
い
人
）が
、就
業
に
結
び
つ
く

資
格
を
取
得
す
る
に
当
た
り
、対
象
と

な
る
教
育
訓
練
給
付
講
座
を
受
講
し

修
了
し
た
場
合
、当
該
母
子
家
庭
の

母
に
対
し
経
費
の
20
％（
10
万
円
を
限

度
）を
支
給
し
ま
す
。　

※
講
座
受
講

開
始
前
に
教
育
訓
練
講
座
の
指
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
…
母
子
家

庭
の
母
が
、介
護
福
祉
士
・
保
育
士
・
看

護
師
・
准
看
護
士
・
理
学
療
法
士
・
作
業

療
法
士
の
資
格
取
得
を
目
的
に
、２
年

以
上
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合

に
、
一
定
の
受
講
期
間
の
生
活
費
を

支
給
し
ま
す
。　
●
高
等
技
能
訓
練
促

進
費（
修
業
期
間
中
の
生
活
費
を
助

成
）…
月
額
14
万
１
、０
０
０
円
ま
た

は
７
万
５
０
０
円　
●
入
学
支
援
修

了
一
時
金
（
養
成
機
関
を
修
了
後
）

…
５
万
円
ま
た
は
２
万
５
、０
０
０
円

※
支
給
額
は
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※
事
前
の
相
談
が
必
要
で
す
。

◆
所
得
制
限　

①
②
と
も
に
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か
、ま
た
は

同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
こ
と

◎
児
童
扶
養
手
当（
ひ
と
り
親
家
庭

　

等
の
手
当
）の
現
況
届
は
お
早
め
に

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。該
当
者
に
は
案
内
通
知

書
を
７
月
下
旬
に
発
送
し
ま
し
た
の

で
、記
載
さ
れ
た
会
場
で
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。指
定
日
に
都
合
が

つ
か
な
い
場
合
は
、子
育
て
支
援
課
の

窓
口
で
８
月
１
日
㈪
以
降
受
け
付
け

で
き
ま
す
。な
お
、届
け
出
が
な
い
場

合
は
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
、届

け
出
の
な
い
ま
ま
２
年
を
経
過
す
る

と
、時
効
に
よ
り
受
給
権
を
失
い
ま

す
。

※
案
内
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、子
育
て
支
援
課
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
原
爆
死
没
者
の
め
い
福
と
被
爆
者
の

　

１
日
も
早
い
治
癒
を
祈
る
黙
と
う

◆
日
時　

８
月
６
日
㈯　

午
前
８
時

15
分
、８
月
９
日
㈫　

午
前
11
時
２
分

◎
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
る　

　

黙
と
う

◆
日
時　

８
月
15
日
㈪　

正
午

問　

総
務
課（
☎
５
３
７・５
６
０
２
）

　

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65
歳
以
上

で
、大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
認
定
を
受
け
た
人
は
、後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
で
き
ま

す
。ま
た
、75
歳
未
満
の
人
は
認
定
を

受
け
た
後
で
も
取
り
消
し
の
届
け
出

を
す
れ
ば
、被
保
険
者
と
な
ら
な
い
こ

と
も
で
き
ま
す
。

◆
対
象　

次
の
①
②
の
人
で
、当
時
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、現

在
、障
害
基
礎
年
金
１
・
２
級
相
当
の

障
が
い
に
該
当
す
る
人　

①
平
成
３

年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入

対
象
で
あ
っ
た
学
生　

②
昭
和
61
年

３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対

象
で
あ
っ
た
被
用
者（
厚
生
年
金
、共

済
組
合
な
ど
の
加
入
者
）の
配
偶
者

◆
支
給
額　

●
１
級
…
月
額
４
万
９
、６
５
０
円

●
２
級
…
月
額
３
万
９
、７
２
０
円

※
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生
年

金
、障
害
共
済
年
金
な
ど
を
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
る
人
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

問  

国
民
年
金
室（
☎
５
３
７・５
６
１

７
）

◆日時
◆場所
◆定員

8月17日㈬ 午後7時～８時30分
大分文化会館　第2小ホール
２００人（先着順）

※駐車場は、大分城址公園をご利用ください。

◎
障
害
者
医
療
証
を
郵
送
し
ま
し
た

　

７
月
末
に
、障
が
い
者
で
医
療
助

成
対
象
の
人
に
新
し
い
医
療
証
を
郵

送
し
ま
し
た
。た
だ
し
、受
給
資
格
が

認
定
さ
れ
た
人
の
み
で
、受
給
資
格

が
停
止
に
な
る
人
に
は
別
途
お
知
ら

せ
を
郵
送
し
ま
し
た
。な
お
、助
成
対

象
者
で
、ま
だ
医
療
証
を
お
持
ち
で

な
い
人
は
、交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
助
成
対
象　

心
身
障
が
い
者
…
●

１
級
、２
級
、３
級
の
身
体
障
害
者
手

帳
の
所
持
者　
●
A1
、A2
、B1
、B2
の
療

育
手
帳
の
所
持
者　

精
神
障
が
い
者

…
１
級
の
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
所

持
者　

※
受
給
資
格
に
は
、所
得
に
よ

る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

健
康
保
険

証
、身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
、印
鑑
、銀
行
の

預
金
通
帳
（
本
人
ま
た
は
加
入
保
険

の
被
保
険
者
名
義
）

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況

　

届
は
お
早
め
に

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
、所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。８
月
11
日
㈭
か
ら
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。届
け
出
が
な
い
場
合
は

手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
、届
け
出
が

な
い
ま
ま
２
年
を
経
過
す
る
と
、時
効

に
よ
り
受
給
権
を
失
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

該
当
者
に
は
案
内
通
知
書
を
郵
送

し
て
い
ま
す
の
で
、８
月
５
日
㈮
ま
で

に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、障
害
福
祉

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
販
売
区
画
数　

７
区
画（
６８ 
・
33
坪

〜
１
２
５・
38
坪
）

◆
販
売
価
格　

７
８
０
万
３
、０
０
０

円
〜
１
、４
７
５
万
６
、０
０
０
円

◆
申
込
み
期
間　

８
月
５
日
㈮
〜
１９

日
㈮

◆
公
開
抽
せ
ん
日　

８
月
２４ 
日
㈬

◆
申
込
み
・
問　

横
尾
土
地
区
画
整

理
事
務
所（
〒
８
７
０‐０
１
２
６　

大

字
横
尾
２
４
８
３
番　

☎
５
２
０・
４

３
７
７
）へ
。

問議会事務局総務課（☎537-5644）

市議会では、学識経験者を招いて、市民の
皆さんと議員がともに参加する「議員定数
を考えるシンポジウム」を開催します。市
民の皆さんの参加をお待ちしています。

無料
「議員定数を考えるシンポジウム」
に参加しませんか
「議員定数を考えるシンポジウム」
に参加しませんか

市役所　☎534-6111（夜間・休日☎534-6119）
市のホームページ http://www.city.oita.oita.jp/　市報おおいたに掲載している情報をご覧になれます。
携帯アドレス http://www.i-oita.net/oitatop.cgi

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・
５
７
３
６
）

子
育
て
支
援
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・
５
７
９
３
）

特
別
障
害
給
付
金
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

障
害
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・
５
６
５
８
）

横
尾
土
地
区
画
整
理
事
業

保
留
地
を
販
売
し
ま
す

〈選考試験概要〉

8月1日㈪～10日㈬〈郵送の場合は、8月10日㈬消印有効〉
人事課（本庁舎4階　〒870-8504　荷揚町2番31号）

受付期間・場所
8月28日㈰
市役所第2庁舎6階大研修室ほか

1次試験日
試験会場

事務職
(身体障がい者)
Ⅲ種

①昭和56年4月2日から平成6年4月1日までに生まれた人　②身体障害者福祉法第15条に定める身体障害者
手帳の交付を受けている人　③自力による通勤ができ、かつ、介助者なしに事務職として年間を通じて職務に従
事できる健康な人　④県内に居住している人（通学などのため一時的に県外に居住している人を含む）
※点字による受験ができます2人

消防士［男性］
（スポーツ）

Ⅰ種

①昭和59年4月2日から平成2年4月1日までに生まれた男性　②平成20年4月以降、国民体育大会の種目および
駅伝で、国民体育大会、全日本選手権大会など全国レベルの大会において、団体種目は3位以上、個人種目は6位以
上の成績を収めた人または九州ブロックと同程度のレベルの大会において、団体種目は準優勝以上、個人種目は3
位以上の成績を収めた人　③現在も上記②の種目について、競技スポーツ選手として活躍している人または活躍
できると認められる人で、採用後においても、当分の間、競技スポーツ選手として活躍することができる人　④視力
（矯正視力を含む）が、両眼で1.0以上、かつ一眼でそれぞれ0.5以上、聴力・色覚が正常で、四肢いずれも正常な人

①昭和46年4月2日から昭和57年4月1日までに生まれた人　②一級建築士の免許を有する人
③建設会社（建設業法における建設業の許可を受けている会社）あるいは建築設計事務所（建築士法における建
築士事務所登録をしている事務所）に建築技術職として5年以上の勤務経験年数を有する人（勤務経験年数は平
成24年3月末で満5年を満たす人）

①昭和46年4月2日から昭和57年4月1日までに生まれた人　②電気主任技術者（第2種以上）の免許を有する人
③民間企業などに電気技術職として5年以上の勤務経験年数を有する人（勤務経験年数は平成24年3月末で満5
年を満たす人）

建　築
（経験者）Ⅰ種

電　気
（経験者）Ⅰ種

機　械
（経験者）Ⅰ種

①昭和46年4月2日から昭和57年4月1日までに生まれた人　②ボイラー・タービン主任技術者（第2種以上）の
免許を有する人　③民間企業などに機械技術職として5年以上の勤務経験年数を有する人（勤務経験年数は平成
24年3月末で満5年を満たす人）

獣医師
（経験者）Ⅰ種 ①昭和46年4月2日以降に生まれた人

②獣医師の免許を有し、獣医師として3年以上の実務経験年数を有する人

※採用予定者数は変更になることがあります。

①昭和51年4月2日以降に生まれた人　②㈶日本臨床心理士資格認定協会による臨床心理士の資格を有する
人または平成24年3月までに資格取得見込みの人

①昭和46年4月2日から昭和57年4月1日までに生まれた人　②一級土木施工管理技士の免許を有する人
③建設会社（建設業法における建設業の許可を受けている会社）に土木技術職として5年以上の勤務経験年数
を有する人（勤務経験年数は平成24年3月末で満5年を満たす人）

事務職
（心理）Ⅰ種
1人
土　木

（経験者）Ⅰ種
2人

採用予定者数
試験職種

受験資格・条件など（次の全ての条件を満たす人）

お問い合わせ　人事課　☎537-5604

◎市職員募集

試
験
案
内
・
申
込
書

2人

1人

1人

1人

1人

人事課、消防局総務課、市役所1階案内所、各支所、明野出張所、市東京事務所、県福岡事務所で8月1日㈪から配布します。

返信用封筒（角形2号の封筒〈A4サイズの書類が入る封筒〉に140円切手を貼付し、送り先を明記し
たもの）を同封し、送付封筒の表に「試験案内請求」と朱書きのうえ、8月5日㈮〈必着〉までに人事課
（〒870-8504　荷揚町2番31号）あてに請求してください。  

8月1日㈪から、市ホームページ（http://www.city.oita.oita.jp/）でも試験案内を公開します。
ホームページからプリントアウトした申込書も利用できます。

郵送での
請求方法

インターネット

◎臨時職員募集

※10月から翌年3月末までの間、成績上位の人から
　順次採用します。採用期間は1年以内です。採用予
　定者数および賃金日額などは、変更になることが
　あります。

試 験 日
試験会場
申込期間
申込方法

そ の 他

試験…8月27日㈯　採用説明会…9月10日㈯
市役所本庁舎8階大会議室ほか
8月1日㈪～10日㈬〈消印有効〉
市販の履歴書（写真を貼付、B4サイズ）に必要事項を記入し、
履歴書の右上に職種（事務職=○事）を記入のうえ、住所、氏名を
書いた郵便はがきを同封し、直接または郵送で人事課（本庁舎4
階　〒870-8504　荷揚町2番31号）へ。
※はがきは受付後に受験票として返信します。
詳しい試験案内を人事課、各支所、明野出張所で配布します。
また、市ホームページ（http://www.city.oita.oita.jp/）でも
ご覧いただけます。

事務職
正規職員の事務補助
（窓口受付業務、パソコン操作など）

パソコン操作ができる人

6,840円

130人程度

筆記試験、面接試験

採用予定者数

試 験 内 容

賃 金 日 額

業 務 内 容

募 集 職 種

応募資格・
条 件 な ど
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問広聴広報課（☎537-５７１3）

任 期
職務内容

対 象

定 員
報 酬
選考方法

申込み・問

広報専門嘱託職員募集
市の各部局が行う広報の企画・制作への助
言、調整。市の施策その他の広報宣伝など
●広報関連業務（報道機関等の記者やレポー  
　ター、民間企業等での広報企画部門等の業 
　務）に従事した経験のある人、または同等の
　技能を有する人
●市政情報や市の魅力を広くＰＲし、都市として
　のイメージアップを図ることに意欲のある人
●健康で、行動力と情熱のある人
●国または地方公共団体の議員および職員でな
　い人
●パソコン操作ができる人
1人
月額２５万２，５００円

広聴広報課、各支所、明野出張所、各地区公
民館に備え付けの申込書（写真貼付）（市
ホームページからダウンロードも可）に必要
事項を記入し、直接または郵送で、８月１０日
㈬（必着）までに同課（本庁舎3階）へ。

9月1日（予定）から1年間（更新可）

●一次（書類）…広報関連業務の経験・実績な
　どの審査　●二次（小論文、面接）…一次選
　考を通過した人（８月21日㈰予定）

◆
◆

◆

◆
◆
◆

◆

　

①
市
営
住
宅（
住
宅
課
受
付
分
）

◆
募
集
期
間  

８
月
１
日
㈪
〜
５
日
㈮

◆
対
象　

大
分
市
・
由
布
市
に
居
住
も

し
く
は
勤
務
す
る
小
学
５
年
生
以
上

で
練
習
に
参
加
で
き
る
人

◆
定
員　

５０  
人
（
多
数
時
は
パ
ー
ト

ご
と
に
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

２
、０
０
０
円　

※
楽
譜

代
は
別
途

◆
そ
の
他　

練
習
は
９
月
〜
２４ 
年
１

月
に
月
２
回
程
度
行
い
ま
す
。　

※
２４ 

年
１
月
に
ゴ
ス
ペ
ル
公
演
に
出
演
予

定◆
申
込
み
・
問　

往
復
は
が
き
に
、住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、希
望
す

る
パ
ー
ト
を
記
入
し
、直
接
ま
た
は
郵

送
で
、８
月
３１ 
日
㈬（
必
着
）ま
で
に
コ

ン
パ
ル
ホ
ー
ル（
〒
８
７
０‐０
０
２
１

府
内
町
一
丁
目
５‐３
８　

☎
５
３
８・

②
市
営
住
宅（
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
〈
城
崎
町
一
丁
目
２‐３　

☎
５
３
３・
１

　　

６
7
4
〉受
付
分
）

◆
入
居
者
の
決
定
方
法　

公
開
抽
せ

ん　

８
月
29
日
㈪（
①
午
前
９
時
30
分

第
２
庁
舎
６
階
大
研
修
室　

②
午
後

１
時
30
分　

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
研
修

室
）

※
募
集
案
内
を
必
ず
ご
覧
の
う
え
、お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

　
（
随
時
募
集
）　

８
月
1
日
㈪
〜

◆
住
宅
名（
場
所
）・
概
要　

ベ
ル
ビ
ュ

賀
来（
賀
来
南
）…
2
戸（
４
D
K
、６

階
建
て
）　

◆
家
賃　

５
万
４
、０
０
０
円
〜
６
万

円
／
月

◆
駐
車
場　

３
、０
０
０
円
／
月（
１

台
分
）

問　

住
宅
課（
☎
５
３
７・５
９
７
７
）

問生活安全推進室（☎537-5997） 問保健所衛生課（☎５３６-２７０４）

「一滴が　涙に変わる　その飲酒」
■交通安全スローガンお盆期間中は道路工事を中止します　8月12日㈮午後10時～16日㈫午前9時までの間、国道、県道、市道の工事を中止します（緊

急工事は除く）。　問●国管理国道…国土交通省大分河川国道事務所（☎544-4167）　●県管理国道・県道…県土木事務所（☎
558-2141）　●市道…土木管理課（☎537-5992）　　

８月は「食品衛生月間」です
夏場は食中毒が発生しやすい時期です。特に子どもや高齢者、抵抗力が弱っている人
は生肉や加熱が不十分な食肉などを食べないようにしましょう。

◆
募
集
期
間　

８
月
１
日
㈪
〜
24  
年

１
月
３１ 
日
㈫

◆
対
象
建
築
物　

①
分
析
調
査
…
吹

付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る

お
そ
れ
の
あ
る
民
間
建
築
物

②
除
去
…
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
施

工
さ
れ
て
い
る
民
間
建
築
物

※
た
だ
し
、予
算
枠
に
達
し
次
第
、締

め
切
り
ま
す
。

◆
対
象
者　

建
築
物
の
所
有
者
お
よ

び
管
理
者

◆
助
成
金
額　

①
調
査
に
要
す
る
費

用
に
相
当
す
る
額（
上
限
25
万
円
）

②
工
事
な
ど
に
要
す
る
費
用
の
３
分

の
２
以
内（
上
限
１
２
０
万
円
）

◆
申
込
み
・
問　

分
析
調
査
・
除
去
工

事
の
前
に
必
ず
建
築
指
導
課（
☎
５
３

７・５
６
３
５
）へ
。

◆
日
時　

９
月
４
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
２
時　

※
雨
天
中
止

◆
対
象　

大
分
市
・
由
布
市
居
住
の

個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

◆
出
店
商
品　

日
用
雑
貨
、衣
類
、お

も
ち
ゃ
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
で
使
用

可
能
な
物（
食
品
、動
植
物
、危
険
物

な
ど
は
不
可
）

◆
募
集
店
数
と
ス
ペ
ー
ス　

50
店（
多

数
時
は
抽
せ
ん
）、３
㍍
×
３
㍍
程
度

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

往
復
は
が
き

に
代
表
者
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
、参
加
人
数
、出
店
内
容（
商

品
の
種
類
と
数
）を
記
入
し
、８
月
19

日
㈮（
必
着
）ま
で
に
大
分
エ
コ
ラ
イ

フ
プ
ラ
ザ（
〒
８
７
０‐１
２
０
５　

大

◆
期
間　

10
月
７
日
㈮
〜
16
日
㈰

◆
場
所　

大
分
城
址
公
園
特
設
テ
ン
ト

◆
対
象　
自
社
で
開
発
し
た
工
業
製

品
や
技
術
な
ど
を
広
く
市
民
に
紹
介

し
よ
う
と
す
る
企
業

◆
申
込
み
・
問　

商
工
労
政
課
に
備

え
付
け
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、８
月
１
日
㈪
〜
15
日
㈪
に
直
接
、

同
課（
本
庁
舎
9
階　

☎
５
３
７
・
５

９
５
９
）ヘ
。（
先
着
順
）

　

24
年
春
の
大
分
駅
高
架
全
線
開
業

に
伴
い
、皆
さ
ん
が
愛
着
と
親
し
み
を

持
っ
て
利
用
で
き
る
駅
と
な
る
よ
う
、

大
分
駅
舎
の
北
出
入
り
口
お
よ
び
南

出
入
り
口
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

◆
期
間　

８
月
１
日
㈪
〜
８
月
22
日

㈪（
必
着
）

◆
応
募
条
件　

一
人
何
点
で
も
応
募

可
能
。自
作
で
未
発
表
の
も
の
、他
の

名
称
と
紛
ら
わ
し
く
な
い
も
の

◆
選
考　

応
募
作
品
を
市
で
取
り
ま

と
め
、J
R
九
州
が
名
称
を
決
定
し

ま
す
。　
※
応
募
作
品
の
一
切
の
権

利
は
市
に
帰
属
し
た
後
、J
R
九
州
に

無
償
譲
渡
し
ま
す
。

◆
賞
品　

応
募
者
全
員
の
中
か
ら
抽

せ
ん
で
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。　

※
抽
せ
ん
結
果
は
記
念
品
の
発
送
を

も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

◆
応
募
方
法
・
問　

名
称
（
ふ
り
が

な
）、名
称
の
意
味
や
付
け
た
理
由
、

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号

◆
テ
ー
マ　
「
自
転
車
が
似
合
う
ま

ち　

お
お
い
た
」の
イ
メ
ー
ジ
、ま
た

は
自
転
車
に
関
す
る
も
の

◆
対
象　

市
内
居
住
ま
た
は
市
内
の

学
校
に
通
う
小
・
中
学
生
、高
校
生
お

よ
び
市
民

◆
応
募
規
定　

１
人
５
点
ま
で
で
、

自
作
で
未
発
表
の
も
の

◆
そ
の
他　

入
賞
は
１
人
１
点
と
し
、

作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問　

都
市
交
通
対
策
課
、

各
支
所
、明
野
出
張
所
、各
地
区
公
民

館
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
可
）に
記
入
し
、個
別
も
し
く
は
各

学
校
で
取
り
ま
と
め
の
う
え
、直
接
ま

た
は
郵
送
で
、８
月
26
日
㈮
（
必
着
）

を
記
入
し
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
、駅

周
辺
総
合
整
備
課（
〒
８
７
０‐
０
８

２
３　

東
大
道
一
丁
目
７‐2　

☎
５

５
４・５
２
２
２
）へ
。

※
駅
周
辺
総
合
整
備
課
、本
庁
舎
１

階
、各
支
所
、明
野
出
張
所
、各
地
区

公
民
館
に
応
募
用
紙（
８
月
１
日
か
ら

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
可
）
と
応
募
箱
を
備
え
付
け
て
い

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

字
福
宗
６
１
８
番
地　

☎
５
８
８・
１

４
１
０
）へ
。

ま
で
に
同
課
（
本
庁
舎
7
階　

☎
５

３
７・５
６
９
０
）へ
。

　

介
護
保
険
料
を
滞
納
の
ま
ま
一
定
の

期
間
が
経
過
す
る
と
、次
の
よ
う
な
給

付
制
限
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

生
活
困
窮
な
ど
で
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
１
年
以
上
滞
納
し
た
場
合　

介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
時
に
、費
用
の
全
額
を

い
っ
た
ん
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す（
申

請
に
よ
り
、後
で
費
用
の
９
割
分
の
払
い

戻
し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）。

◆
１
年
６
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合

前
記
の
措
置
に
よ
り
、後
で
払
い
戻
さ

れ
る
９
割
分
の
給
付
を
一
時
差
し
止

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合　

時
効

に
よ
り
、２
年
経
過
後
の
保
険
料
は
納

付
で
き
な
く
な
り
、納
付
で
き
な
く

な
っ
た
期
間
に
応
じ
て
、一
定
期
間
、

利
用
者
負
担
の
割
合
が
１
割
か
ら
３

割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、利

用
者
負
担
が
一
定
額
を
超
え
た
場
合
に

払
い
戻
し
と
な
る
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
や
施
設
入
所
者
な
ど
の
居
住
費
・

食
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
補
足
給
付

な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

問　

長
寿
福
祉
課（
☎
５
３
７
・
５
７

４
１
）

　

天
災
な
ど
に
よ
り「
全
壊
」「
半
壊
」

「
床
上
浸
水
」の
被
害
を
受
け
、廃
棄

物
と
な
っ
た
家
電
４
品
目（
テ
レ
ビ
、冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
、エ
ア
コ
ン
、洗
濯
機
・
衣

類
乾
燥
機
）、パ
ソ
コ
ン
、二
輪
車
、50
㏄

バ
イ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
被
災
者

に
代
わ
っ
て
市
が
公
費
負
担
し
ま
す
。

問　

清
掃
業
務
課（
☎
５
６
８
・
５
７

６
３
）

市役所　本庁舎　第2庁舎 　〒870‐8504  荷揚町2番31号

国
際
交
流
嘱
託
職
員

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

大
分
市
工
業
展
出
展
企
業

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
分
析
調
査
・

除
去
費
用
を
助
成
し
ま
す

◆
任
期　

９
月
１
日
〜
２４
年
８
月
３１

日（
更
新
可
）

◆
職
務
内
容　

国
際
化
・
国
際
交
流

関
係
の
行
政
事
務
従
事

◆
対
象　

健
康
で
日
本
語
・
中
国
語

の
通
訳
・
翻
訳
能
力
に
優
れ
た
人（
国

籍
は
問
い
ま
せ
ん
）

◆
定
員　

１
人

◆
報
酬　

月
額
25
万
２
、５
０
０
円

◆
選
考
方
法　
●

一
次（
書
類
お
よ
び

小
論
文
）…
小
論
文
の
テ
ー
マ「
私
が

紹
介
し
た
い
大
分
の
宝
物
」（
日
本
語

で
４
０
０
字
以
内
、中
国
語
の
翻
訳
を

添
付
の
こ
と
。中
国
語
以
外
に
英
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、韓
国
語
が
で
き
る
人

は
別
に
翻
訳
を
添
え
て
く
だ
さ
い
）

●
二
次（
面
接
）…
一
次
選
考
を
通
過

し
た
人（
８
月
２８ 
日
㈰
予
定
）

◆
申
込
み
・
問　

市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、小

論
文
、語
学
に
関
す
る
資
格
が
あ
れ
ば

証
明
す
る
も
の（
コ
ピ
ー
可
）を
添
え

て
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
、８
月
１９ 
日

㈮
（
必
着
）
ま
で
に
国
際
化
推
進
室

（
本
庁
舎
5
階　

☎
５
３
７
・
５
７
１

９
）へ
。

大
分
駅
北
口
・
南
口
の
名
称

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
合
唱
団
員

「
自
転
車
が
似
合
う
ま
ち

　
お
お
い
た
」標
語

歴
史
資
料
館
の
募
集

（
☎
５
４
９・
０
８
８
０
）

①
戦
争
関
係
資
料

　

後
世
に
伝
え
る
た
め
、戦
争
に
ま
つ

わ
る
資
料
の
収
集
を
行
い
ま
す
。戦

争
や
戦
時
下
の
状
況
を
伝
え
た
写
真

や
新
聞
・
チ
ラ
シ
、時
代
を
証
言
す
る

手
記
や
資
料
、遺
品
な
ど
を
お
持
ち

の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②「
自
分
史
・
家
族
史
コ
ー
ナ
ー
」

　

展
示
品

◆
内
容　

手
記
や
日
記
、写
真
・
ア
ル

バ
ム
、家
宝
や
家
伝
品
な
ど
、自
分

史
や
家
族
史
を
物
語
る
資
料
で
、大

分
市
の
歴
史
に
も
関
わ
り
が
あ
る
も

の③
第
８
回
ふ
れ
あ
い
歴
史
体
験
講
座

　

受
講
者

◆
日
時　

８
月
27
日
㈯　

午
前
９
時

30
分

◆
内
容　

土
面
作
り

◆
定
員　

70
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料　

１
個
に
つ
き
１
２
０
円

（
材
料
費
）

◆
準
備
物　

古
タ
オ
ル
ま
た
は
ぞ
う

き
ん
1
枚

☆
申
込
み　

電
話
で
、①
②
は
８
月
１

日
㈪
〜
31
日
㈬
に
、③
は
８
月
９
日
㈫

か
ら
歴
史
資
料
館
へ
。

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

東
浜
H6

下
郡
62

岩
田
H5

下
郡
H6

中
の
瀬
H8

中
の
瀬
H13
・
新
棟

関
園
61
住
改

北
55

村
田
H5

里
61
・
62
住
改

坂
ノ
市
H2

日
吉
原
H9

秋
の
江
第
二
57

幸
崎
駅
前
H13

大
園
52
・
55

荒
内
63
住
改

西
道
条
62
住
改

小
屋
鶴
54

111112111212122111

単
身
可

単
身
可

単
身
可

単
身
可

単
身
可

単
身
可

単
身
可

大分鶴崎・大在・坂ノ市・佐賀関

募集
戸数

地区稙田・大南・野津原

住
宅
名

備
考

裏
川
53

東
明
野
63

東
明
野
63

東
明
野
H2

明
磧
H3

小
池
原
49
・
50

明
治
北
57
〜
61

敷
戸
48
・
49
・
51

寒
田
51

小
原
56
・
58

11111523
母
子
世
帯
向

多
家
族
向

単
身
可

単
身
可

単
身
可

大分

募集
戸数

地区稙田 鶴崎

住
宅
名

備
考

1010

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か（
65
歳
以
上
の
人
）

災
害
に
よ
る
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
を
公
費
負
担
し
ま
す

市
暴
力
団
排
除
条
例
に
つ
い
て
の
意
見

◆
資
料
の
閲
覧
場
所　

生
活
安
全
推

進
室
、情
報
公
開
室
、各
支
所
、明
野

出
張
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、８
月

陶
芸
祭
２
０
１
1
作
品

①
大
人
部
門

◆
応
募
規
定　

１
人
１
点
（
素
焼
き

済
み
の
も
の
で
23
㌢
×
23
㌢
×
23
㌢

以
内
）

◆
募
集
作
品
数　

１
８
０
点（
多
数

時
は
抽
せ
ん
）

◆
費
用　

５
０
０
円（
焼
成
料
金
）

◆
作
品
持
ち
込
み
日
時　

９
月
11
日

㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

②
子
ど
も
部
門（
完
成
作
品
）

◆
応
募
規
定　

１
人
１
点

（
中
学
生
以
下
）

◆
作
品
持
込
日
時　

９
月
２５ 
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

☆
持
込
場
所　

河
原
内
く
す
の
き

ホ
ー
ル

☆
申
込
み
・
問　

は
が
き
（
１
人
１

枚
）に
、①
は
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
を
記
入
し
、８
月
19
日
㈮（
必

着
）、②
は
住
所
、氏
名
、年
齢
、学
校

名
、学
年
、電
話
番
号
を
記
入
し
、９

月
２
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
生
涯
学
習

課（
第
2
庁
舎　

☎
５
３
７
・
５
６
４

９
）へ
。

３
７
０
０
）へ
。

19
日
㈮
ま
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
そ
の
他　

個
々
の
意
見
に
対
す
る

直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法
・
問　

住
所
、氏
名
ま
た

は
会
社
名
（
団
体
名
）
を
記
入
（
様

式
自
由
）
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、E
メ
ー
ル
で
、８
月
19
日

㈮
（
必
着
）
ま
で
に
生
活
安
全
推
進

室
（
本
庁
舎
2
階　
☎
５
３
７
・
５
９

９
７　
　

５
３
６・
４
６
０
５

seika
tu
an
zen
@
city.oita.

oita.jp

）へ
。
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夏の
大三角を見よう！
期間/5日㈮まで
時間/午後7時30
分～10時

（雨天・曇天時は映像による説明）
参加料/観覧料（大人400円、高
校生200円、中学生以下は無料）
問関崎海星館　☎574-0100
ダンスのひととき
時間/午後3時～4時
出演/はつらつスズランの会
問ライフパル　☎573-3770

4
㈭

6
㈯

7
㈰

9
㈫

5
㈮

コンパルホール
夏休み天体観測ドーム開放日
期間/31日㈬まで
（毎週月曜日を除く）
時間/日没～午後9時30分（雨
天・曇天時は中止）
問コンパルホール　
☎538-3700

開
催
中

8月
1 日
～

A
U

G
U

ST

8
月

第7回市民いっせいごみ拾い
問市民協働推進課
☎537-7251

月と夏の
大三角を見よう！
期間/11日㈭まで
時間/午後7時30
分～10時

（雨天・曇天時は映像による説明）
観覧料・問上記4日と同じ

ライフパル演奏会
時間/午後5時
30分～
出演/大分マンド
リンオーケストラ

問ライフパル　☎573-3770
12
㈮
ペルセウス座流星群を見よう！
期間/13日㈯まで
時間/午後7時30分～10時
参加料・問上記4日と同じ

14
㈰

バサジィ大分対
ペスカドーラ町田
時間/午後1時～
場所/県立総合体育館

17
㈬
NPO法人言葉と心をむすぶ
ヒューマンハーバーによる
読み聞かせ
時間/午前10時～11時
問ライフパル　☎573-3770

無料

無料

無料

無料

大分トリニータ対
ファジアーノ岡山
時間/午後7時～
場所/大分銀行ドーム

ⒸOITA.F.C

都合によりお休みさせていただきます。

問市公設地方卸売市場
☎533-3113

8月13日㈯　卸売市場「市民感謝デー」

21
㈰

20
㈯

さがのせき朝市
時間/午前9時～
11時（商品がなく
なり次第終了）

場所/県漁協佐賀関支店周辺
問実行委員会　☎575-1000

ⒸPhoto by Vasagey Oita

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
へ

▼
加
島
兼
芳

社
会
福
祉
協
議
会
へ

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区　

▼
荒
牧
睦（
牧
）▼
大
津

美
奈
子（
日
吉
町
）▼
後
藤
繁（
花
高

松
）▼
橋
本
亜
男（
日
岡
）▼
荒
金
照
清

（
錦
町
）▼
大
野
義
博（
岩
田
町
）▼
岩

尾
ハ
ツ
ミ（
津
守
）▼
廣
瀬
惇
子（
城
南

南
町
）▼
阿
部
修
三（
羽
田
）

　
　
　
　
　

▼
後
藤
俊
治（
皆
春
）

▼
寺
田
武
昭（
横
尾
）▼
児
玉
光
男（
森

町
）▼
荒
木
智
子（
森
町
）▼
生
嶋
静
子

（
徳
島
）▼
遠
藤
順
一（
松
岡
）▼
江
藤
悟

（
森
町
）▼
藤
永
田
津
子（
皆
春
）▼
恵

藤
大
志（
猪
野
）▼
岩
﨑
廣
海（
三
佐
）

▼
得
丸
時
子（
鶴
瀬
）▼
渡　

芳
子（
北

鶴
崎
）▼
後
藤
和
美（
毛
井
）

　
　
　
　
　

▼
後
藤
睦
男（
横
塚
）

▼
吉
田
三
津
子（
曙
台
）▼
池　

義
則

（
横
田
）

　
　
　
　
　
　

▼
森
﨑
隆
徳（
里
）

▼
野
上
勝
也（
屋
山
）▼
太
田
英
治（
久

原
中
央
）

　
　
　
　
　

▼
牧
和
孝（
下
判
田
）

▼
戸
次
陽
子（
下
戸
次
）

　
　
　
　
　

▼
太
田
黒
時
代（
松
が
丘
）

▼
広
瀬
な
お
み（
ふ
じ
が
丘
）▼
岐
津

健
一（
賀
来
北
）▼
安
藤
和
美（
花
の
木

坂
）▼
木
田
憲
司（
芳
河
原
台
）▼
國
次

豊
重（
田
尻
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
）▼
石
山

眞
千
代（
ふ
じ
が
丘
）

　
　
　
　
　
　

▼
須
川
照
雄（
白
木
）

▼
姫
野
希
世
子（
佐
賀
関
）▼
山
口
幸

祐（
佐
賀
関
）

　
　
　

 

以
上
６
月
21
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　

市
へ
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
東
日
本

大
震
災
義
援
金
の
総
額
は
、７
月
１２ 
日

現
在
で
８
、２
７
５
万
６
、１
６
９
円
と

な
り
ま
し
た
。温
か
い
ご
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
南
地
区

大
在
地
区

鶴
崎
地
区

坂
ノ
市
地
区

稙
田
地
区

佐
賀
関
地
区

◆
日
時　

８
月
23
日
㈫
・
24
日
㈬　

午

後
１
時
〜
４
時　

◆
内
容　

ツ
イ
ッ

タ
ー
の
基
本
操
作
か
ら
活
用
ま
で　

◆
定
員　

40
人（
先
着
順
）　

◆
申
込

み
・
場
所
・
問　

電
話
で
、８
月
４
日
㈭

か
ら
日
本
文
理
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

「
日
本
文
理
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

公
開
講
座
」〜
ツ
イ
ッ
タ
ー
入
門
〜

大分市の

面積と人口

【6月末日現在の住民基本台帳人口＋外国人登録人口】
面　積 人　口
男 女 世帯数 205,639世帯246,923人228,938人

475,861人501.28㎢ 大分市テレビ広報
フレッシュおおいた

毎週土曜日　午後5時15分～5時30分　OBS大分放送
8月6日㈯「市長インタビュー～３期目の市政執行方針～」  8月13日㈯「左記の再放送」
大分市内のケ－ブルテレビ局でも放送中  ◎OCT（日・月・火・水）  ◎OCN（日・月・火・水）  ◎STV（火・水・木）

◆
日
時　

８
月
21
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

◆
対
象　

市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生

と
そ
の
保
護
者

◆
定
員　

10
組（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

2
人
一
組
１
、５
０
０
円

（
材
料
費
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

は
が
き（
１

組
１
枚
）に
、参
加
者
の
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、学
校
名
、学
年
を
記
入

し
、
８
月
10
日
㈬（
必
着
）ま
で
に
公

設
地
方
卸
売
市
場
管
理
事
務
所

（
〒
８
７
０‐０
０
１
８　

豊
海
三
丁
目

２‐１　

☎
５
３
３・３
１
１
３
）へ
。

◆
日
時　

８
月
19
日
㈮　

午
後
１
時
〜
４
時
40
分

◆
場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

◆
内
容　
「
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

へ
の
早
期
か
ら
の
指
導・支
援
の
在
り
方
」

◆
講
師　

久
保
山
茂
樹
氏（
国
立
特

別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
企
画
部
主

任
研
究
員
）

◆
対
象　

市
内
幼
稚
園
、小
・
中
学
校

関
係
者
、市
特
別
支
援
連
携
協
議
会

関
係
者
、市
内
P
T
A
関
係
者
、市
民

◆
定
員　

５
０
０
人

問　
教
育
指
導
課（
☎
５
３
７・５
６
４
８
）

◎
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン
入
門

◆
日
時　

９
月
15
日
㈭
・
16
日
㈮　

午

前
９
時
30
分
〜
正
午

◆
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、文

字
入
力
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、メ
ー
ル

な
ど
の
機
能
を
学
習

◆
対
象　

こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め

◆
日
時　

11
月
27
日
㈰　

午
前
９
時

45
分
〜
正
午　

◆
場
所　

大
分
文
化
会
館

◆
受
験
料　

７
、０
０
０
円

◆
そ
の
他　

申
請
書
は
８
月
１
日
㈪

か
ら
下
水
道
営
業
課
窓
口
に
て
配
布

し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問　

下
水
道
営
業
課
に

備
え
付
け
の
申
込
書
で
９
月
１
日
㈭

〜
16
日
㈮
ま
で
に
直
接
、同
課〈
城
崎

分
館
〉（
☎
５
３
７・５
６
４
１
）へ
。

◆
日
時　

９
月
〜
24
年
１
月
の
毎
月

◆
日
時　

８
月
１７ 
日
か
ら
毎
週
水
曜

日（
全
８
回
）　

午
後
７
時
15
分
〜
８

時
45
分　

◆
場
所　

大
洲
総
合
運
動

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
Ｂ
コ
ー
ト　

◆

定
員　

１
０
０
人
（
多
数
時
は
抽
せ

ん
）　

◆
受
講
料　

１
万
円（
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
料
を
含
む
）　

◆
申
込

み
・
問　

往
復
は
が
き
に
、住
所
、氏

名
、年
齢
、経
験
年
数
、電
話
番
号
を
記

入
し
、８
月
10
日
㈬（
消
印
有
効
）ま
で

に
市
テ
ニ
ス
連
盟　

羽
田
尚
史（
〒
８

７
０‐１
１
０
８　

判
田
台
東
二
丁
目
７

‐４　

☎
５
９
７・７
６
９
１
）へ
。

◆
日
時　

８
月
28
日
㈰　

午
前
10
時

◆
場
所　

市
営
陸
上
競
技
場　

◆
参

加
資
格　

大
分
陸
上
競
技
協
会
登
録

者　
※
小
学
生
、シ
ニ
ア
は
未
登
録
者
可

◆
参
加
制
限　

１
人
２
種
目
ま
で

（
た
だ
し
、リ
レ
ー
は
除
く
）　

◆
参

加
料　

５
０
０
円
〜
１
、０
０
０
円

（
種
目
な
ど
に
よ
り
異
な
る
） 

◆
申

込
み
・
問　

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
、E
メ
ー
ル
で
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、所
属
、種
目
を
記
入

し
、８
月
16
日
㈫
（
必
着
）ま
で
に
市

陸
上
競
技
協
会　

円
本（
〒
８
７
０‐

０
９
３
１　

西
浜
１‐１　

市
営
陸
上

競
技
場
内　

☎
５
５
８・
０
６
１
３　

　

５
５
８・
１
１
９
３　
　

oitacity-r
iku
@
lion.ocn.ne.jp

）へ
。

◆
日
時　

８
月
18
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

◆
内
容　

聴
覚
障
が
い
児
の
教
育
に
関
す
る
情

報
、就
学
、転
学
に
関
す
る
相
談
な
ど

◆
対
象　

聞
こ
え
や
言
葉
の
発
達
が

気
に
な
る
18
歳
以
下
の
子
ど
も
お
よ

び
保
護
者
ま
た
は
関
係
者　

◆
申
込

み
・
場
所
・
問　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

◆
日
時　

８
月
26
日
㈮　

午
前
10
時

〜
午
後
３
時　

◆
場
所　

野
津
原
公

民
館　

◆
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員　

◆
相
談
内
容　

金

銭
、相
続
、家
庭
内
の
問
題
、職
場
で

の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、い

じ
め
、名
誉
侵
害
、そ
の
他
の
人
権
問

題　

問　

大
分
地
方
法
務
局（
☎
５

３
2
・３
３
６
８
）

◆
日
時　

８
月
18
日
㈭　

午
後
１
時

〜
４
時　

◆
場
所　

ト
キ
ハ
会
館

（
府
内
町
）　

◆
対
象　

①
24
年
３
月

大
学
院
、大
学
、短
大
、高
専
、専
修

学
校
卒
業
予
定
者　

②
既
卒
３
年
以

内
の
求
職
者
（
大
学
院
、大
学
、短

大
、高
専
、専
修
学
校
卒
業
を
21
年
３

月
以
降
に
卒
業
し
た
人
）　

③
U
・
I

タ
ー
ン
希
望
者（
県
外
に
在
住
の
人
）

問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
お
お
い
た

（
☎
５
３
３・８
６
０
０
）

◆
日
時　

８
月
28
日
㈰　

午
後
１
時

〜
３
時
30
分　

◆
内
容　

大
学
生
に

よ
る
講
座
と
映
画
の
上
映　

◆
対
象

小
学
生
と
保
護
者（
主
に
父
親
）　

◆

定
員　

40
組
（
先
着
順
）　

◆
申
込

み
・
場
所
・
問　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、父
子
の
氏
名
、学
年
、電
話
番

号
を
記
入
し
、８
月
１
日
㈪
〜
19
日
㈮

に
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ザ〈
ア
イ
ネ
ス
〉（
東
春
日
町　

☎
５

３
４・
２
０
３
９　
　

５
３
４・
２
０
５

７
）へ
。

◆
日
時　

９
月
８
日
㈭　

午
前
９
時

〜
午
後
４
時
40
分
、９
月
９
日
㈮　

午

前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分　

◆
場
所　

県
教
育
会
館（
下
郡
）　

◆
定
員　

１
６
０
人（
先
着
順
）　

◆
受
講
料　

６
、０
０
０
円　

◆
申
込
み　

㈶
県
消
防
設
備
安
全
協

会
、消
防
局
予
防
課
、各
消
防
署
備
え
付

け
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
記
入
し
、８
月
５

日
㈮
〜
26
日
㈮
に
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、同
協
会（
〒
８
７
０‐0
0
2
3　

長
浜
町
二
丁
目
12‐ 10　

昭
栄
ビ
ル
4

階　
　

５
３
７・３
１
３
９
）へ
。

問　

消
防
局
予
防
課（
☎
５
３
２・
３

１
９
９
）

第
２
・
４
水
曜
日
（
全
10
回
）　

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

◆
場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
碩
田
町
）　

◆
定
員　

20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
申
込
み
・
問　

往
復
は
が
き
に
、住

所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、電
話

番
号
、志
望
動
機
を
記
入
し
、８
月
15

日
㈪（
必
着
）ま
で
に
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー（
〒
８
７
０‐０
０
４
８　

碩
田
町
三
丁
目
５‐11　

☎
５
３
３・８

１
１
１
）へ
。

◆
日
時　

８
月
12
日
㈮　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時　

◆
場
所　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
階　

多

目
的
ホ
ー
ル
、３
０
９
会
議
室

問　
農
林
水
産
課
（
☎
５
３
７・５
６
２
８
）

ス
で
、８
月
５
日
㈮
ま
で
に
県
立
聾
学

校
地
域
支
援
部
（
東
大
道　

☎
５
４

３
・
２
０
４
７　
　

５
４
６
・
２
１
１

１
）へ
。

◆
日
時　

８
月
24
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時　

◆
場
所　

大
分
銀
行

ド
ー
ム
B
２
階　

２
１
１
号
室（
大
字

横
尾
）　

◆
対
象　

企
業
・
団
体
な
ど

の
相
談
担
当
者
、人
事
労
務
担
当
な

ど　

◆
定
員　

50
人（
先
着
順
）　

◆

受
講
料　

６
、０
０
０
円　

◆
申
込

み
・
問　

フ
ァ
ク
ス
で
、事
業
所
名
、役

職
、氏
名
、住
所
、電
話
番
号
、フ
ァ
ク

ス
番
号
を
記
入
し
、８
月
８
日
㈪
ま
で

に
㈶
２１ 
世
紀
職
業
財
団
大
分
事
務
所

（
☎
５
３
８
・
７
７
５
５　
　

５
３
８
・

７
７
５
６
）へ
。

◆
日
時　

８
月
28
日
㈰　

午
後
１
時

30
分　

◆
場
所　

i
i
c
h
i
k
o

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー〈
音
の
泉
ホ
ー

ル
〉（
高
砂
町
）　

◆
内
容　

土
や
自

然
の
役
割
、食
と
健
康
の
つ
な
が
り
な

ど　

◆
講
師　

赤
峰
勝
人
氏　

◆
参

加
料　

１
、５
０
０
円（
前
売
り　

１
、

０
０
０
円
）　

問　

大
分
な
ず
な
の
会

世
話
人
会　

上
野（
☎
０
９
０
・
２
５

１
３・５
２
９
６
）

◆
日
時　

８
月
18
日
㈭　

午
後
１
時

〜
６
時
15
分
、８
月
19
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

◆
場
所

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
3
階　

多
目
的

ホ
ー
ル　

◆
参
加
料　

１
、０
０
０
円

（
資
料
代
）　

問　

N
P
O
法
人
お
お

い
た
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局　

後
藤

（
☎
５
５
４・６
１
５
８
）

よ
う
と
す
る
人
や
経
験
の
少
な
い
人

◆
定
員　

30
人

◎
上
手
に
撮
ろ
う
デ
ジ
カ
メ
写
真　

　
（
夜
間
コ
ー
ス
）

◆
日
時　

９
月
５
日
㈪
・
７
日
㈬　

午

後
６
時
30
分
〜
９
時

◆
内
容　

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
応
じ

た
上
手
な
写
真
撮
影
と
パ
ソ
コ
ン
へ
の

取
り
込
み
方
法
を
学
習

◆
対
象　

こ
れ
か
ら
デ
ジ
カ
メ
を
始
め

よ
う
と
す
る
人
や
経
験
の
少
な
い
人

◆
定
員　

25
人

☆
受
講
料　

各
６
０
０
円

☆
多
数
時
は
抽
せ
ん

☆
申
込
み
・
問　

往
復
は
が
き（
１
教

室
に
つ
き
１
人
１
枚
）に
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、教
室
名
を
記
入
し
、

８
月
12
日
㈮
（
必
着
）ま
で
に
、情
報

学
習
セ
ン
タ
ー（
〒
８
７
０‐０
８
５
１

大
石
町
一
丁
目
３
組
）へ
。

親
子
魚
料
理
教
室
〜
タ
コ
づ
く
し
〜

特
別
支
援
教
育
講
演
会

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー
の
各
種
教
室

（
☎
５
４
５・
８
６
１
６
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

秋
季
市
民
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
講
習
会

第
２
回
市
陸
上
記
録
会

中学生

シニア

小学生

一般　
高校生
大学生

［3年生以上各学年］100m
［5・6年生］80mハードル・4×100mリレー
100m・4×100mリレー
走り幅跳び・走り高跳び・砲丸投げ
［男子］1500m（1年生のみ）・3000m
［女子］200m・1500m
100m・4×100mリレー
走り幅跳び・走り高跳び・砲丸投げ
［男子］400m・1500m・5000m
［女子］200m・800m・3000m
［男子］100m・1500m(30歳・40歳・50歳以上）
［女子］100m・1500m（30歳以上）

（男女）

聞
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
育
相
談
会

ろ
う

無
料
人
権
相
談
所

就
職
面
接
会

男
女
共
同
参
画
講
座
「
父
子
で

学
ぶ
男
女
共
同
参
画
D
a
y
」

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

え
ん 

も
と

お
お
い
た
新
規
就
農
・
就
業
相
談
会

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
セ
ミ
ナ
ー

「
大
分
な
ず
な
の
会
」講
演
会

瀬
戸
内
海
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
大
分

タ
ー（
☎
５
２
４・２
７
２
１
）へ
。



夏真っ盛り。セミの鳴き声を聞くたびに、子どもの頃、網と虫かごを持って野山を駆け回ったことを思い出す
人も多いのではないでしょうか。時代や自然環境が変わり、虫とりをする子どもの姿を見かける機会が少なく
なったように感じます。仲良く虫とりをする３きょうだい。さて、網の中には何が入っているのでしょうか。

表紙の
言葉

こ
の
市
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市
報
お
お
い
た　

8
月
1
日
号
（
毎
月
1
日
・
15
日
発
行
）　

  

企
画
・
発
行　

大
分
市
企
画
部
広
聴
広
報
課
（
〒
８
７
０
ー
８
５
０
４  

荷
揚
町
２
番
31
号　

代
表
☎
５
３
４
ー
６
１
１
１
）

　市では、ラジオ体操を通して市民の健
康づくりやコミュニティづくりを進めてお
り、これまでも「夏期巡回ラジオ体操」や
「1000万人ラジオ体操・みんなの体操
祭」を開催し、それぞれ１万人を超える参
加者が集うなど、その取り組みは全国に
発信されています。
　こうした成果が評価され、全国ラジオ
体操連盟が「ラジオ体操・みんなの体操
指導者養成講座」を6月26日㈰に開催し、
前日に行われた「健康づくり運動指導者
スキルアップ講座」と合わせて延べ約
200人が参加しました。両講座にはNHK
ラジオ体操の指導者でおなじみの長野
信一先生に講師としておいでいただき、
盛会に行われました。その盛り上がりか
ら「ラジオ体操のメッカ・大分」の存在が
着実に進んでいると連盟関係者から評

価をいただきました。
   また、8月7日㈰に乙津川水辺の楽校
で開催されるラジオ体操・みんなの体操
会をはじめ、市内各所で年間を通してラ
ジオ体操会が行われるようになるなど、
その輪は大きく広がっています。
　今回育った指導者が今後、ラジオ体操
の普及にさらなるご尽力をいただける
よう期待しています。

こんにちは市長室ですこんにちは市長室です

大分市誕生100年 100年を
活かして拓く
ゆめ・みらい

　市ホームページは新鮮情報満載です。このコーナーは、市ホームページ
で市政について市長の日々の思いをつづる「こんにちは市長室です」の
「市長の日記」からお届けします。「市政の今」を感じてください。

vol.78東日本大震災の
義援金を

受け付けています

お問い合わせ
総務課　☎537-5602

市役所本庁舎1階案内所・3階総務課、
各支所、明野出張所、各地区公民館、
コンパルホール、アートプラザ、城崎分館

義援金募金箱設置場所

受付期間：9月３０日㈮まで

※各設置場所の開庁・開館時間内の取り
　扱いとなります。

金融機関 :大分銀行
　　　　　大分市役所出張所
口座番号 :普通預金　5131919
口座名義 :大分市総務課
　　　　　　（オオイタシソウムカ）

銀行振込口座番号

※大分銀行本・支店の窓口から振り込む
　場合の振込手数料は無料です。

23年4月1日に旧大分市市制施行100周年を
迎えた大分市。その100年の歴史を振り返り、
当時の主な出来事をシリーズで紹介します。

第5回大分市百歳

　1945（昭和20）年3月18日、大分市上空に初めて
米艦載機が飛来し、津留・東大分にあった大分
海軍航空隊を襲撃しました。この日以来、大分市
は8月15日の終戦の日まで22回の空襲にみまわれ
ました。特に甚大な被害をもたらしたのが、7月16
日のＢ29爆撃機による大空襲で、サイパン基地を
飛び立った127機の大編隊が午後11時過ぎに大
分市に襲来し、約1時間半にわたって市の中心部
へ約100発もの焼夷弾を投下していきました。
　一夜が明けると、市の中心街は大きく焼き尽く
され、大分駅前から電車通り（現在の中央通り）
の向こうに別府湾が間近に見えるような状態だっ
たといいます。このとき被災した家屋は、全焼
2,358戸、半焼130戸、また死傷者は171人に上り、
1万730人もの住民が焼け出されました。
　焦土となった大分市では、戦後すぐに復興協
議会がつくられ、これまでにない大胆な復興計画
が策定されました。この計画に基づき1946（昭和
21）年9月頃から本格的に復興事業が進められ、
1950（昭和25）年、大分市はその目覚しい復興ぶ
りから、岐阜市・松山市とともに戦災復興の「モデ
ル都市」の表彰を受けることになりました。

大分市大空襲により
　　中心街をほぼ焼失

1945（昭和20）年7月16日

▲大空襲直後の電車通り（中央通り）
【昭和25年版『大分市勢要覧』から】

▲昭和25年頃の中央通り
【昭和25年版『大分市勢要覧』から】

［大分市の復興計画］
　復興計画の内容は、幹線道路の駅
前新川線（中央通り）と県庁前線（昭
和通り）をこれまでの道幅15mから
36mに拡幅し、新たに道幅30mの
かんたん滝尾線（産業通り）を通す
ことでした。
　また、市街地にある寺院の墓地を
撤去して新しく造成した墓地公園へ
移転・統合し、さらに市街地の中に新
しく公園を設けるとともに、駅前にも
広場を新設し、上水道を拡充整備す
るといったものでした。

しょう い だん

がっこう

ラジオ体操・みんなの体操指導者養成講座

ラジオ体操のさらなる普及を！
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